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主な行事

〒010-0902 秋田市保戸野金砂町3番1号

TEL.018-823-7326 FAX.018-823-7328
● Home Page Address http://www.akiko-h.akita-pref.ed.jp
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爽やかな汗を流し、自分の可能性を極める。運動部
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ラグビーフットボール
陸上競技
バスケットボール
バレーボール
テニス
ソフトテニス
バドミントン
剣道
柔道
空手道
サッカー
卓球
硬式野球
軟式野球
体操
水泳

得意分野を伸ばし、仲間の輪を広げる。文化部
■
■
■
■
■
■
■
■
■

吹奏楽
建築研究
文芸
写真
パソコン
レーシング
メカクラブ
秋工植物栽培プロジェクト
秋工竿燈会

●始業式
●入学式
●新入生オリエンテーション
●生徒総会

入学式
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●明治37（1904）年5月2日開校

●中央支部総体

●校門指導

●中間考査

校門指導

�.�B�Z�.�B�Z�.�B�Z�.�B�Z

●全県総体

●運動会

●生徒会役員選挙

運動会
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●期末考査

甲子園予選
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●校内体育大会

校内体育大会

�"�V�H�V�T�U�"�V�H�V�T�U�"�V�H�V�T�U�"�V�H�V�T�U
●２年インターンシップ

●就職・進学面接強化期間

●進路達成激励会

●体験入学

インターンシップ
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●中間考査

●秋工祭

●ラグビー全国大会予選

●駅伝全国大会予選

秋工祭
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●２年修学旅行

修学旅行
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●全国大会壮行会

●期末考査

全国高校駅伝
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●進路体験発表会

●校内課題研究発表会

ラグビー（全国大会）
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●就職ガイダンス・企業説明会

就職ガイダンス
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●卒業式

●同窓会入会式

●学年末考査

●修了式

卒業式
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ラグビーフットボール

軟式野球

陸上競技 柔道

体操 バドミントン

バレーボール サッカー 硬式野球

レーシング

メカクラブ

吹奏楽（マーチング） 建築研究
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部
活動

学校
生活
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秋田県立秋田工業高等学校
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■ ３年間の履修教科・科目一覧

校訓「質実剛健」
　本校は明治37年、工業技術者の養成を目的に創立されました。
　以来、校訓「質実剛健」の下、歴史と伝統を築き、今日に至っています。
　この間3万余名が卒業し、地元はもとより全国各地で産業界のリーダーとして
活躍しています。

産業構造の変化に対応するため、学科の学習内容も基礎的・基本的な学習内容を重視するとともに、技術の進歩に対応した新しい実習装置を導入し、将来につ
ながる内容を学習できるようにしています。このような先進的な取組による学習の成果は、「課題研究」という科目での研究発表や、「産業教育フェア」「工業ク
ラブ」での研究発表、展示会等で学校内外に紹介されています。

ものづくりに関する加工や工作法、工作機械、材料、エネルギーの発生
と変換などについて学習します。また、旋盤やフライス盤、電子制御を
加えたNC工作機械などや複雑な設計・解析ができる3DCADなどの実
習をすることにより、機械分野に関する知識や技術・技能を身に付け、
自ら製品を形にできる人材を育成します。

【取得可能な資格】
『技能士（普通施盤・フライス盤・平面研削盤・ＮＣ旋盤・マシニングセンタ・
機械組立・機械保全・機械検査・金属熱処理）２・３級』『２級ボイラー技士』
『基礎製図検定』『機械製図検定』『溶接技能者評価試験』『アーク溶接特
別教育』『危険物取扱者』『情報技術検定』等の資格取得が可能です。

【取得可能な資格】
『第一種、第二種電気工事士』『第三種電気主任技術者』『２級電気工事施
工管理技士補』『ITパスポート』等の資格取得が可能です。
『第二種電気工事士』は卒業後、技能試験のみで取得できます。『第三種
電気主任技術者』と『２級電気工事施工管理技士（管理技士補取得者）』
は一定期間の実務経験を経て資格を取得できます。

進路希望に合わせた教育カリキュラム 機械科

電気は、エネルギー・情報を伝えるものとして、日常生活から産業社会に
いたるあらゆる分野で利用されています。電気エネルギー科では、電気の
発生から、送電・配電、さまざまな形での運用（電気機器、通信、コン
ピュータによる自動制御、デジタル回路、プログラム言語など）について
学ぶほか、新エネルギーや環境問題についても学習します。これらの専門
知識を身に付け、電気関連事業やコンピュータ関連事業のほか、新エネル
ギー及び環境関連事業などの分野で活躍できる人材を育成します。

電気エネルギー科

令和7年3月卒業

　募集定員は、機械科70名、電気エネルギー科、土木科、建築科、工業化学科
各35名です。
　2年次からは、技術者として就職したい生徒と、進学してより高度な技術を学
びたい生徒のために、進路希望に応じた選択科目を用意しています。

土木の仕事は、道路、橋梁、トンネル、ダム、上下水道、港湾、空港
など、人々の生活に欠かせない公共施設を建設するための計画、設計・
施工、維持・管理を幅広く行います。３年間の在学中に、最新の測量技
術に触れ、幅広い土木専門の知識と技能・技術を身に付けた人材を育成
します。県内を始め、全国各地の第一線で活躍できる土木技術者とな
り、活躍しています。毎年、市役所、県庁、国土交通省などの公務員希
望者のための補習を行い、多数の合格者を出しています。

【取得可能な資格】
『2級土木施工管理技士補』『測量士補』『危険物取扱者』等の資格取得が
可能です。

土木科

建築は相互理解･寛容の気持ちで使う人のことを思いやりながら、快適で
安全な環境を整えて日常生活を豊かにする分野であり、構造･デザイン･
設備･工事方法の基礎的･基本的な学習をします。パソコンでＣＡＤ製
図、卒業設計と課題研究ではプレゼンテーション能力を養い、社会に貢
献し活躍できる素養を身に付けた人材を育成します。県建築設計作品コ
ンクール最優秀賞、秋田の住宅コンクール高校生の部１位、県立大学建
築提案コンテスト優秀賞、ものづくりコンテスト１位など県内トップの
実績があり、就職･進学に強みを発揮して多様な進路選択ができます。

【取得可能な資格】
『2級建築施工管理技士補』『初級CAD検定』『建築CAD検定』『技能士
(建築大工)3級』『品質管理検定』『福祉住環境コーディネーター検定』
『色彩検定』等の資格取得が可能です。

建築科

生活に便利な自動車や携帯電話をつくるためには多くの部品が必要で
す。その部品の多くは化学合成された物質からつくられます。古い素
材のリサイクルや地球環境の保全にも、やはり化学技術が必要です。
工業化学科では、化学製品の製造や新素材の合成法、バイオテクノロ
ジーや化学分析技術を学び、将来、化学技術者として、社会に貢献で
きる人材を育成します。

【取得可能な資格】
『危険物取扱者』『２級ボイラー技士』『公害防止管理者』などの国家資格
取得が可能です。危険物取扱者は、危険物の取扱いと保安の監督ができ
ます。さらに卒業すると、『毒劇物取扱者』の申請資格が得られます。

工業化学科

学校
概要

学習
内容

■ 就職・進学状況

機　　械

土　　木

建　　築

工業化学

合　　計

県内

24

3

6

6

10

49

県外

17

13

2

9

7

48

就　　　職 進　　　学

公務員

1

0

13

2

0

16

国公立

7

3

4

3

2

19

私大

14

8

6

12

12

52

短大

0

0

0

0

0

0

専門学校等

4

4

2

3

3

16

国際舞台で活躍する技術者を育てる

令和８年度入学生

※１　「必修科目」は１～３年次で学びます。
※２　「選択科目」は２・３年次で学びます。就職希望者はそれぞれの科の専門教科を、進学希望者は普通教科（数学・外国語・理科）を選択します。

学 科
教 科 名 科　目　名
国 語 現代の国語・言語文化・文学国語

地理総合・歴史総合
公共

数学Ⅰ・数学Ⅱ
科学と人間生活・物理基礎・生物基礎

体育・保健
音楽Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ・英語コミュニケーションⅡ
家庭基礎

情報Ⅰ（代替）
工業技術基礎・課題研究・実習・工業情報数理

数学Ａ・数学特講
論理表現Ⅰ・英語特講
物理・生物特講

普
通
教
科
（
全
科
共
通
）

必　

修　

科　

目　

※

１

選　

択　

科　

目　

※

２

専

門

教

科

専
門
教
科

普
通
教
科

地 歴
公 民
数 学
理 科
保 健 体 育
芸 術
外 国 語
家 庭
情 報

工 業 製 図
機 械 工 作
機 械 設 計

製 図
電 力 技 術
電 気 回 路

測 量
土 木 施 工
土木基盤力学
土木構造設計

製 図
建 築 構 造
建 築 計 画
建築構造設計
建 築 法 規

工 業 化 学

機 械 工 作
生 産 技 術
電 子 機 械
原 動 機

電 気 機 器
電 子 技 術
電 気 回 路

製 図
土木構造設計
社会基盤工学

製 図
建 築 構 造
建築構造設計
建 築 施 工
建 築 計 画

工 業 化 学
化 学 工 学
生 化 学
地球環境化学

数 学
外 国 語
理 科

工 業

機 械 科 電気エネルギー科 土 木 科 建 築 科 工 業 化 学 科

ガス溶接

旋盤

アプリケーション実習

絶縁破壊

土質実験

トラバース測量

水盛り遣り方

製図

分析実習

有機化学実習

電　　気
エネルギー就職

48.5%

公務員
8.0%

専門学校
8.0%

大学・短大
35.5%


